





日時：2018 年 11 月 22 日（木）18 時 30 分〜 20 時 00 分









































はそれぞれの教養科目群を一新するために、1991 年 10 月に「全学カリキュラム検討
委員会」を、1994 年 12 月には全カリ運営センターを発足。1995 年 3 月まで行って
いた一般教育部が廃止されて、1995 年 4 月から、全カリ運営センターによる一般教













































で 1、2 年生が学び、3、4 年生で専門分野に進む、と
いうのが典型的な戦後の新制大学の姿でした。































































































1997 年に全カリがはじまった当初は、コラボレーション科目（当時は総合 B 科目）は
7 科目しか展開していませんでした。その中で、学部からの提案は経済学部と理学部の












すが、まず言語系科目の、「言語 A」が 2,175 コマ、「言語 B」は 900 コマ、合わせて
3,075 コマ（同一の科目を含む）が言語系科目で展開されています。総合系科目では、
「学びの精神」が 132 コマ、「多彩な学び」が 424 コマ、「スポーツ実習」が 150 コマ
で、合わせて 706 コマ（同一の科目を含む）です。全カリ全体では 3,781 コマを今年
度提供しています。言語系科目は 3,075 コマのうち 3 分の 1 くらいは、「英語ディスカッ






























































































































































































































































































佐々木  企画提案型科目の中にあるコラボレーション科目は、教員が 3 人まで教壇に立
てるシステムになっています。3 人の教員がいるということは 1 つの授業に、普通の
科目の 3 倍のコストをかけていることになります。また、教材などの準備にも多少の
予算が付けられています。それだけに充実した授業になるので、学生にとっても面白く
人気があるのですが、コストの負担が大きいという側面もあります。ただ、先ほどのキ
リスト教の精神からいえば、学部以外の部局からも授業を提案できるのが本学の特徴で
あり、大事に育ててもらいたいなと思っています。
郭　佐々木先生のお話は、まったくその通りだと思います。コスト面の話がありました
が、お金をかけてもやるべき意義があるなら、それは全学で叡智を出し合い、実現でき
る方法を考えていく。そういうところに立教大学らしさがあると思います。今後は、そ
れを現場の方々だけにお任せするのではなく、大学側が責任をもってもっと積極的に向
き合っていくべきなのかなと思います。
水上　コラボレーション科目について、ご意見をありがとうございます。運営のありか
たについて、私どもでも今後検討してまいります。
質問者②　今日は貴重な機会を、ありがとうございました。私は、1986 年に本学経済
学部を出ており、昨年からご縁があって全カリの科目を担当させていただいております。
また校友会でも代議員ならびに専門委員をやっており、毎回、代議員会にも出ておりま
すが、全カリの仕組みや経緯については存じ上げませんでした。今、立教の OB・OG
は 20 万人となりました。そうした方々が学んだころと違った新しい試みや、さらにリ
ベラルアーツに力を入れているということは、ウェブサイトなどで内外へ発信されてい
ると思いますが、一方でより OB・OG の方々に知っていただき、それを配電盤として
いろいろな方々に知っていただくのも必要なのではないかなと思っています。
昨年、授業の一環として学生に「立教の創立者を知っている？　チャペルの隣に銅像
があるけれど、あの人誰か知っている？」と聞いたら、118 名学生がいる中で手を挙
げたのが十数名程度でした。履修生は 2、3、4 年次生なので、多分、どこかで聞いて
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シンポジウム筆録　「全カリ」の意義と役割を改めて考える
はいると思うのですが、この方々が将来卒業されたとき、どんなに「道」を伝えていよ
うと、自分の大学の創立者を知らないのはちょっとまずいのではないかと思われます。
どこかで強調する必要があるのではないかと、大学 OB、兼任講師の立場から申し上げ
ました。
佐々木　ありがとうございます。比較的、本学は自校教育といって、大学の由来や歴史、
理念などについては全カリでも授業を設けて力を入れている大学なのではありますが、
まだ十分に浸透していないということですので、今後また力を入れてやってまいりたい
と思います。
水上　まだまだお話は尽きないと思いますが、そろそろ、時間も迫ってまいりました。
佐々木先生からは「全カリの力」というご発言、また郭先生からは「共に歩んでいく」
というご発言もございました。教育面では全カリが大学全体の結節点となって、その力
を発揮していくことが「全カリの力」です。「共に歩んでいく」のは、学生の立場なら、
他学部の学生と一緒に学んでいくこと、教員の立場なら、全カリを支えながら、他学部
の学生や教員に接し、専門以外にも取り組んで、自分自身を見直していく機会にもなっ
ています。
このような本学の全人教育の伝統、この全カリは、全学の教職員の協力のもとに成り
立っており、兼任の先生方にも多くのお力添えをいただいております。これまでの全教
職員、そして兼任の先生方のご協力に、ここで改めて感謝申し上げます。今後もこれま
で同様、全カリの取り組み、展開にご協力くださいますよう、どうぞよろしくお願いい
たします。
